
被災地・被災者支援のための持続可能な協働ネットワークの構築

金沢大学

公的・民間支援団体県内外の大学

豊富な支援活動実績と地元ならではの継続的支援の実行性で支援者と被災地を結ぶ

・人的・金銭的支援の不足
・被災地の少子高齢化と活力低下

・現地支援ニーズの情報不足
・活動に至るまでの調整が困難

災害復旧支援 交流会の運営 子ども支援 地域行事への参加 地域経済活性活動 風化防止に係る講演

・現地ニーズの情報共有
・合同支援活動の調整

・”若い力”の継続的な供給
・学生による地域活性化

各大学の強みを活かした
能登復興の実現をサポート

協働ネットワークを通じた活動

・能登復興に係る関係人口の創出
・学生によるなりわい支援
・被災者との定期交流

・観光資源の創出と情報発信
・地域文化の体験と継承
・学生語り部による震災の口承
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